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令和元年度 一般会計 補正予算（第１号）
防災・減災に向けて、自主防災組織に支援
930万円を追加し、総 額 50億6930万円に

◆コミュニティ助成 
　13区「奴」の備品 他
　　　　　　　250万円
◆自主防災 
　組織の育成・活動支援に
　　　　　　　147万円

若
者
よ
、
海
外
で
多
く

を
学
べ
！

伊
藤
議
員　
若
者
海
外
体
験
促
進
事
業
と

あ
る
が
、
派
遣
人
員
は
ど
れ
く
ら
い
予
定

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
一
人
に
い
く
ら

補
助
す
る
の
か
。

政
策
推
進
課
長　
県
と
の
連
携
事
業
で
、

若
者
が
海
外
で
広
く
学
べ
る
よ
う
、
パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
費
用
の
一
部
５
０
０
０
円
を

補
助
す
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
町
で
は

大
学
生
を
対
象
に
、
町
費
も
含
め
て
、

５
年
間
有
効
の
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
費
用

１
万
１
０
０
０
円
全
額
を
補
助
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　 

今
後
の
活
躍
に
期
待

宇
津
江
議
員　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
定
住

支
援
補
助
金
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

政
策
推
進
課
長　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ

の
国
の
支
援
の
一
つ
で
、
任
期
終
了
後
１

年
以
内
に
、
町
で
起
業
し
た
場
合
に
補
助

す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
七
軒
地
区
の

一
人
の
方
が
対
象
で
す
。

６月定例会

予
算
質
疑

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

※注・ＴＧＧ（TOKYO GLOBAL GATEWAY）とは東
京都が開設した英語を楽しく学ぶ施設です。大江中では、
今年度、２年生を対象に研修を行いました。

桜満開のテルメ柏陵

ＴＧＧで学んだ中学生もいつかは海外へ

協力隊の今後の活躍に期待

補正の
ポイント
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令和元年度 一般会計 補正予算（第１号）
防災・減災に向けて、自主防災組織に支援
930万円を追加し、総 額 50億6930万円に

伏
熊
地
区
の

　
　
稲
作
の
水
を
守
れ

結
城
議
員　
伏
熊
揚
水
機
更
新
工
事
費
と

あ
る
が
、
故
障
で
の
更
新
な
の
か
、
費
用

は
い
く
ら
か
か
る
の
か
。

農
林
課
長　
伏
熊
揚
水
場
の
ポ
ン
プ
に
つ

い
て
は
、
設
置
か
ら
10
数
年
経
っ
て
い
て

汲
み
上
げ
性
能
が
落
ち
て
お
り
、
当
初
予

算
で
更
新
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
指
導

に
よ
り
、
流
用
調
整
弁
を
新
た
に
取
り
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
増
額

す
る
も
の
で
す
。

食
鳥
処
理
場
は

　
　
　
早
く
再
開
し
て

毛
利
議
員　
畜
産
業
費
に
人
夫
賃
な
ど
、

35
万
円
の
増
が
あ
り
、
食
鳥
処
理
場
に
関

す
る
も
の
と
思
う
が
、
１
か
月
分
の
経
費

に
な
る
の
か
。

政
策
推
進
課
長　
５
月
末
を
も
っ
て
指
定

管
理
者
の
指
定
の
取
り
消
し
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
新
し
い
管
理
者
が
決
ま
る
ま
で

町
が
管
理
す
る
た
め
の
約
５
か
月
の
必
要

経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
す
。

毛
利
議
員　
自
主
防
災
に
つ
い
て
、
当
初

予
算
が
決
ま
っ
て
２
か
月
で
の
補
正
で
あ

り
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
こ
の
事
業
は
随
時
受
け
付
け
る
の

か
。

総
務
課
長　
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
年
間

予
算
を
見
積
も
っ
て
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
補
正
は
、
地
域
の
防
災
意
識

の
向
上
に
向
け
て
の
推
進
と
な
る
も
の

で
、
新
た
に
組
織
を
立
ち
上
げ
、
事
業
を

実
施
し
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
予
算
化
し

た
も
の
で
す
。

地
区
の
防
災
意
識
の

　
　
　
　
　
　
向
上
に

新緑のテルメ柏陵

伏熊地区の約 45ha の水田

使われていない処理場内部

これからは、区単独の防災倉庫も必要に
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６月定例会

６月定例会提出議案及び審議結果
議案番号 件名と主な内容 議決結果 掲載頁
議第30号 大江町教育委員会教育長の任命について 同意 全員賛成 P５

議第31号 専決処分の承認を求めることについて（大江町税条例等の一部を改
正する条例）　地方税法等の改正に伴う条例の改正 承認 全員賛成 ―

議第32号 専決処分の承認を求めることについて（大江町都市計画税条例の一
部を改正する条例）　地方税法等の改正に伴う条例の改正 承認 全員賛成 ―

議第33号 専決処分の承認を求めることについて（大江町国民健康保険税条例
の一部を改正する条例）　地方税法等の改正に伴う条例の改正 承認 全員賛成 ―

議第34号 専決処分の承認を求めることについて（大江町過疎地域固定資産税
課税免除条例の一部を改正する条例）　省令の改正に伴う条例の改正 承認 全員賛成 ―

議第35号
専決処分の承認を求めることについて（大江町放課後児童健全育成事
業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例）
国の基準の改正に伴う条例の改正

承認 全員賛成 ―

議第36号 専決処分の承認を求めることについて（大江町介護保険条例の一部
を改正する条例）　消費税法等の改正に伴う条例の改正 承認 全員賛成 ―

議第37号 平成31年度下モ原地区住宅団地整備工事請負契約の締結について
契約金額／１億4500万円　契約の相手方／林建設株式会社 可決 全員賛成 P５

議第38号 大江町立学校の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて　消費税法等の改正に伴う条例の改正 可決 全員賛成 ―

議第39号 大江町立公民館等設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 
の制定について　消費税法等の改正に伴う条例の改正 可決 全員賛成 ―

議第40号 大江町社会体育施設の設置、管理及び使用に関する条例の一部を改
正する条例の制定について　消費税法等の改正に伴う条例の改正 可決 全員賛成 ―

議第41号 大江町立歴史民俗資料館設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について　消費税法等の改正に伴う条例の改正 可決 全員賛成 ―

議第42号 大江町健康増進センター設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について　消費税法等の改正に伴う条例の改正 可決 全員賛成 ―

議第43号 大江町町民ふれあい会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について　消費税法等の改正に伴う条例の改正 可決 全員賛成 ―

議第44号 大江町交流ステーションの設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について　消費税法等の改正に伴う条例の改正 可決 全員賛成 ―

議第45号 大江町小倉交流館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定について　消費税法等の改正に伴う条例の改正 可決 全員賛成 ―

議第46号 大江町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
消費税法等の改正に伴う条例の改正 可決 全員賛成 P５

議第47号 大江町水道給水条例の一部を改正する条例の制定について
消費税法等の改正に伴う条例の改正 可決 全員賛成 ―

議第48号 大江町下水道条例の一部を改正する条例の制定について
消費税法等の改正に伴う条例の改正 可決 全員賛成 ―

議第49号 令和元年度大江町一般会計補正予算（第１号） 可決 全員賛成 P2-3

発議第2号 国会等に対して「森友学園」「加計学園」疑惑に関する真相究明と
国民への説明責任を果たすよう求める意見書の提出について 採択 全員賛成 P５
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報
告
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
質
疑

大
江
町
朝
日
連
峰
古
寺
案

内
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
請
負

契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（
２
３
１
万
８
８
０
０
円

の
追
加
）

毛
利
議
員　
契
約
変
更
の

理
由
と
し
て
、
浅
層
地
下

水
の
掘
削
に
よ
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
が
、
当
初
の

沢
水
利
用
か
ら
ど
う
し
て

変
わ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

掘
削
場
所
と
掘
削
の
深
さ

は
。

政
策
推
進
課
長　
沢
水
を

引
い
て
の
利
用
は
、
水
量

な
ど
不
確
定
要
素
が
多

く
、
周
辺
の
地
下
水
の
水

脈
の
可
能
地
を
模
索
し
た

と
こ
ろ
、
西
側
の
山
際
に

確
認
し
ま
し
た
の
で
変
更

す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

約
５
メ
ー
ト
ル
程
度
掘
削

す
る
計
画
で
す
。

犬い
ぬ

飼が
い　

藤ふ
じ

男お

氏
（
１
区
）

　

平
成
28
年
８
月
か
ら
令

和
元
年
７
月
ま
で
の
３
年

間
の
任
期
満
了
後
、
引
き

続
き
３
年
間
、
犬
飼
藤
男

氏
を
教
育
長
に
再
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

６月定例会

議
第
37
号

平
成
31
年
度
下
モ
原
地
区

住
宅
団
地
整
備
工
事
請
負

契
約
の
締
結

新
し
い
団
地
の
分
譲
予
約

受
付
を
９
月
か
ら
開
始
！

宇
津
江
議
員　
下
モ
原
地

区
住
宅
団
地
の
名
称
を
募

集
し
て
い
る
が
、
い
つ
頃

に
名
称
が
決
ま
る
の
か
。

政
策
推
進
課
長　
現
在
、

取
り
ま
と
め
て
い
る
最
中

で
、
７

月
中
に

決
定
と

な
り
ま

す
。

大
江
町
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

関
野
議
員　
町
内
に
あ
る

該
当
す
る
都
市
公
園
は
。

建
設
水
道
課
長　
条
例
に

よ
り
設
置
し
て
い
る
公
園

は
９
か
所
で
す
。

　

今
回
の
条
例
改
正
の
行

商
・
露
店
に
つ
い
て
は
す

べ
て
の
公
園
が
該
当
と
な

り
ま
す
が
、
競
技
会
・
レ

ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等

の
独
占
使

用
に
つ
い

て
は
、
森

ノ
宮
公
園

が
該
当
し

ま
す
。

議
第
46
号

大江町教育委員会
 教育長の任命に同意請　願

　

国
会
等
に
対
し
て
「
森

友
学
園
」「
加
計
学
園
」

疑
惑
に
関
す
る
真
相
究
明

と
国
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
す
よ
う
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

請
願
者

　

伏
熊
女
性
の
会

　
　

代
表　

鈴
木
恵
理
子

　

採
決
の
結
果
、

　

全
員
賛
成
で
採
択　

『
国
会
等
に
対
し
て
「
森

友
学
園
」「
加
計
学
園
」

疑
惑
に
関
す
る
真
相
究
明

と
国
民
に
対
す
る
説
明
責

任
を
果
た
す
よ
う
求
め
る

意
見
書
』
を
国
会
に
提
出

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

［
提
出
先
］

　

衆
議
院
議
長

　
　
　

大
島　

理
森　

殿

　

参
議
院
議
長

　
　
　

伊
達　

忠
一　

殿

　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　

安
倍　

晋
三　

殿

　

内
閣
官
房
長
官

　
　
　

菅　
　

義
偉　

殿

にぎやかなレクリエーション大会が
行われる森ノ宮公園
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い
！

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い
！

一  般  質  問

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来の方針などについて、所信や疑問
を質すこと、あるいは報告や説明を求めることをいいます。この一般質問により、執行機関の政治姿勢を明らか
にするとともに、政治責任を明確にさせます。「現行の政策変更」や「新規政策を採用」させるなどの効果があ
ります。内容を要約して登壇順（質問順）にお知らせします。（本会議場での持ち時間は１人60分）

 １ 土
つ ち だ

田　勵
れいいち

一　議員　…７ページ 　
 通称「日本一公園」を積極的に

 ２ 関
せ き の

野　幸
こういち

一　議員　…８ページ　
⑴ 古寺案内センターの今後の運営は
⑵ ふれあい広場の水の出ていない噴水は
⑶ これで終わりじゃないよね

 ３ 宇
う つ え

津江　雅
ま さ と

人　議員　…９ページ　
 最上川舟運文化会館（仮称）の建設を

 ４ 安
あ じ き

食　幸
こ う じ

治　議員　…10ページ 　
 市街地の有害鳥獣対策は

一般質問

 ５ 毛
も う り

利　登
と し ひ ろ

志浩　議員　…11ページ　
 大江町の観光産業の振興策は

 ６ 菊
き く ち

地　勝
かつひで

秀　議員　…12ページ　
⑴ 集落維持は大江町持続です
⑵ 幼児教育の質の向上対策は
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通称「日本一公園」を積極的に

町長／俗称が一般的になれば使用

り
、
私
個
人
の
感
触
と
し

て
評
判
は
上
々
と
思
っ
て

い
る
。「
左
沢
楯
山
城
跡
」

「
文
化
的
景
観
」
の
二
つ

を
国
か
ら
選
定
を
受
け
て

い
る
立
場
と
し
て
、
絶
景

ポ
イ
ン
ト
の
基
と
な
る
風

景
に
加
え
、
美
し
く
癒
さ

れ
る
自
然
環
境
を
護
っ
て

い
く
た
め
に
も
、
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
度
の
ポ
ス
タ
ー

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
一

つ
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
今

後
も
継
続
す
べ
き
と
思
っ

て
い
る
。

　
正
月
に
見
た
あ
る
紙
面

に
、
県
外
の
日
帰
り
温
泉

の
大
き
な
広
告
が
白
黒
写

真
で
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

ポ
ス
タ
ー
上
部
に
は
空
、

中
間
に
は
風
景
、
下
部
に

は
露
天
風
呂
、
更
に
空
と

風
景
部
分
に
は
縦
書
き
で

「
絶
景
温
泉
」
と
書
か
れ

て
い
た
。
今
回
、
我
が
町

が
作
っ
た
ポ
ス
タ
ー
と

そ
っ
く
り
で
、
先
を
越
さ

れ
た
思
い
だ
っ
た
。
し
か

　
　
　

日
本
一
公
園
か
ら

　
　
の
「
絶
景
」
を
撮
っ

た
新
た
な
ポ
ス
タ
ー
が
、

平
成
30
年
末
に
完
成
し

た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、

上
部
に
は
柔
ら
か
い
青

空
、
中
間
に
は
絶
景
、
下

部
に
は
観
光
客
。
更
に
、

空
に
は
控
え
め
に
白
で

「
絶
景
。」
と
「
左
沢
楯

山
城
史
跡
公
園
」、
そ
し

て
小
さ
目
に
「
通
称
・
日

本
一
公
園
」
と
縦
書
き
で

書
か
れ
て
い
る
。
特
に

「
通
称
・
日
本
一
公
園
」

の
文
字
が
小
さ
目
に
柔
ら

か
い
色
で
書
か
れ
て
い
た

の
は
、
恐
ら
く
気
を
使
っ

て
の
判
断
か
と
思
う
。
こ

の
度
の
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
お

し
、
温
泉
側
は
絶
景
「
日

本
一
公
園
」
を
知
ら
な
い

か
も
知
れ
な
い
し
、
手
遅

れ
で
は
な
い
。

　

昨
今
、「
天
空
の
城
」

ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
実
際
に
「
天
空
の

城
」
と
言
わ
れ
て
い
る
観

光
地
は
全
国
に
多
数
存
在

し
て
お
り
、
殆
ど
の
観
光

地
は
「
天
空
の
城
」
を

謳
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。「
天
空
の
城
」
と

謳
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

意
匠
登
録
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
お
そ
ら
く
な
い
と

思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、「
日
本
一
公
園
」
と

「
絶
景
・
日
本
一
公
園
」

に
つ
い
て
も
意
匠
登
録
さ

れ
て
は
い
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら

な
い
が
、
地
名
や
公
園
の

固
有
名
詞
等
に
は
、
登
録

は
必
要
な
い
と
思
う
。
先

日
、
あ
る
有
識
者
か
ら
意

匠
登
録
に
関
し
て
聞
い
た

と
こ
ろ
土
地
、
建
物
に
関

し
て
は
該
当
し
な
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。「
日
本
一

公
園
」
は
歴
史
的
に
も
認

め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は

積
極
的
に
表
に
出
し
宣
伝

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

文
化
庁
が
使
っ
て

　
　

い
る
名
称
を
前
面
に

出
す
の
か
、
そ
れ
と
も
議

員
が
言
わ
れ
る
「
日
本
一

公
園
」
を
前
面
に
出
す
の

か
、
各
方
面
の
方
の
意
見

を
聞
い
て
、
俗
称
が
む
し

ろ
一
般
的
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
使
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

「
日
本
一
公
園
」
は
昔

か
ら
町
内
外
の
方
々
に
親

し
ま
れ
て
お
り
、
今
後
も

こ
の
名
称
と
景
観
を
大
切

に
し
、
後
世
に
引
き
継
い

で
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　

土田  勵一  議員

一般質問

質問

町長

昔から立てられていた「日本一公園」の看板
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関野  幸一  議員

　
　

   

今
年
度
に
プ
レ

　
　
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し

て
い
る
古
寺
案
内
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
選

定
、
指
定
管
理
料
の
算

定
、
施
設
の
運
営
、
隣
接

す
る
駐
車
場
の
利
用
方
法

は
。

　
　
　

古
寺
案
内
セ
ン

　
　

タ
ー
に
関
し
て
は
、

古
寺
地
区
だ
け
で
は
な

く
、
大
江
町
全
体
と
し
て

様
々
な
こ
と
を
考
え
て
整

備
す
る
も
の
で
す
。
宿
泊

事
業
に
つ
い
て
は
収
益
に

よ
り
運
営
で
き
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
他
の
部
分

や
駐
車
場
の
管
理
、
料
金

の
徴
収
な
ど
は
指
定
管
理

と
い
う
こ
と
で
運
営
し
て

も
ら
い
ま
す
。
駐
車
料
金

に
関
し
て
は
、
協
力
金
と

し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

ふ
れ
あ
い
広
場
の
水
の

出
て
い
な
い
噴
水
は

　
　
　

町
の
公
園
で
、
古

　
　
く
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
ふ
れ
あ
い
広
場
、
蛍
水

公
園
の
今
後
の
改
修
予
定

は
。

　
　
　

ふ
れ
あ
い
会
館
と

　
　

隣
接
す
る
ふ
れ
あ
い

広
場
に
つ
い
て
は
、
教

育
・
文
化
施
設
と
い
う
観

点
か
ら
も
多
く
の
方
が
利

用
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
、
館
内
の
冷
暖
房
の

工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

噴
水
に
関
し
て
は
、
平

成
14
年
に
ポ
ン
プ
が
故
障

し
ま
し
た
が
、
部
品
の
製

造
が
終
了
し
た
た
め
新
た

に
整
備
を
す
る
と
多
額
の

お
金
が
か
か
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
施
設
内
の
ほ
か

の
改
修
を
含
め
年
次
計
画

で
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

公
園
を
作
っ
た
時

　
　

の
交
付
金
の
関
係
で

担
当
部
署
が
異
な
っ
て
い

る
が
、
公
園
の
管
理
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は

一
括
で
で
き
る
と
思
う
の

で
、
今
後
検
討
し
た
い
。

こ
れ
で
終
わ
り
じ
ゃ
な

い
よ
ね

　
　
　

大
江
町
産
や
ま
が

　
　

た
地
鶏
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
、
食
鳥
処

理
と
飼
育
を
し
て
い
た
業

者
が
指
定
管
理
を
や
め
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
今
年
度

の
大
江
町
産
や
ま
が
た
地

鶏
の
生
産
が
減
っ
た
が
、

今
後
の
町
の
考
え
、
こ
れ

か
ら
の
事
業
計
画
、
展
望

は
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
、
約
11

　
　

年
に
わ
た
り
、
い
ろ

ん
な
方
の
思
い
や
、
企
業

に
つ
い
て
は
、
異
業
種
が

参
入
で
き
る
の
で
は
と
の

観
点
か
ら
こ
れ
ま
で
の
会

社
に
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
が
、
個
々
の
理
由
に
よ

り
現
在
の
よ
う
な
状
況
に

な
り
残
念
に
思
い
ま
す
。

今
後
、
新
た
な
管
理
者
を

公
募
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
生
産
と

販
売
を
分
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
処
理
場
も
休
む

こ
と
な
く
稼
働
で
き
る
と

考
え
ま
す
。
今
後
も
、
町

と
し
て
飼
育
、
販
売
に
対

し
て
前
向
き
に
進
め
て
い

き
た
い
。

古寺案内センターの今後の運営は

町長／指定管理者を公募して運営したい

一般質問

質問町長

質問教育長

町長質問町長

私の一言

町の人は、
知りたいと思うよ。

水を流してもらいたいふれあい広場の噴水
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先
般
、
最
上
川
舟

　
　
唄
保
存
会
総
会
の
席

上
で
、
町
長
は
元
さ
く
ら

保
育
園
の
活
用
と
し
て

「
資
料
館
な
ど
は
」
と
一

言
、
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
５
月
の
ぷ

く
ら
す
カ
レ
ッ
ジ
開
講
式

の
記
念
講
演
で
吉
村
知
事

は
、
観
光
客
誘
致
に
つ
い

て
最
上
川
に
関
す
る
資
料

を
集
め
た
施
設
の
設
置
な

ど
を
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
観
光
物
産
協

会
が
「
最
上
川
歴
史
文
化

館
（
仮
称
）」
の
建
設
を

町
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
10
月
に
は
、
全

国
重
要
文
化
的
景
観
協
議

会
総
会
が
当
町
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
選
定
さ
れ
た
町

と
し
て
歴
史
資
料
館
等
が

欲
し
い
も
の
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
を
鑑
み
、

県
内
で
最
初
の
最
上
川
舟

運
文
化
会
館
（
仮
称
）
の

建
設
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

令
和
２
年
度
、
西

　
　

村
山
地
方
開
発
重
要

事
業
の
中
で
、
最
上
川
歴

史
文
化
館
（
仮
称
）
の
整

備
に
つ
い
て
、
県
に
要
望

書
を
提
出
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
全
国
重
要
文
化

的
景
観
協
議
会
総
会
の
一

部
会
場
と
し
て
、
楯
山
公

園
に
近
い
、
元
さ
く
ら
保

育
園
な
ど
で
開
け
な
い
も

の
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

資
料
の
展
示
内
容

　
　
と
し
て
、
舟
運
文
化

往
来
の
歴
史
の
ほ
か
、
左

沢
楯
山
城
及
び
隣
接
す
る

町
の
大
江
一
族
と
の
関
係

や
、
最
上
川
舟
唄
が
誕
生

し
た
背
景
、「
お
し
ん
」

の
年
表
、
や
ま
が
た
大
海

牛
な
ど
広
い
分
野
に
わ
た

り
音
声
付
き
ス
ク
リ
ー
ン

に
放
映
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

舟
運
文
化
を
論
ず

　
　

る
場
合
は
、
七
軒
、

本
郷
地
区
の
本
町
と
、
朝

日
町
及
び
西
川
町
を
含
め

た
民
俗
的
な
山
の
問
題
を

語
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

何
を
持
っ
て
き
て
、
何

を
運
ん
だ
の
か
と
い
っ
た

裏
付
け
の
資
料
を
吟
味
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

舟
運
に
関
す
る
資
料
は

舟
唄
を
含
め
て
、
底
に
沈

ん
で
い
る
部
分
を
探
し
出

す
と
い
う
こ
と
で
難
し
い

背
景
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
左
沢
大
火
に
遭

遇
し
た
の
で
、
そ
の
後
の

遺
物
し
か
な
い
こ
と
か
ら

も
難
し
い
面
が
あ
り
ま

す
。

　

県
で
は
、
大
江
町
と
し

て
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

持
っ
て
こ
い
と
い
う
の
か

分
か
ら
な
い
が
、
一
応
、

強
く
要
望
し
て
い
く
中
で

す
り
合
わ
せ
を
し
て
い
き

た
い
。
楯
山
城
は
川
港
の

お
城
で
あ
っ
た
と
い
う
説

も
あ
り
ま
す
。

　

総
合
的
に
歴
史
を
捉

え
、
県
と
相
談
し
な
が
ら

少
し
ず
つ
歩
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

展
示
コ
ー
ナ
ー
の

　
　
一
部
に
、
大
江
町
に

ゆ
か
り
の
深
い
斎
藤
茂
吉

な
ど
文
化
人
を
紹
介
し
て

は
。

　
　
　

舟
運
文
化
や
楯
山

　
　

城
に
し
て
も
非
常
に

大
き
な
物
語
が
あ
り
、
そ

の
中
で
、
絵
画
的
な
も
の

も
含
め
て
整
理
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

毎
年
開
催
さ
れ
て

　
　
い
る
寒
河
江
・
西
村

山
首
長
の
座
談
会
で
、
最

上
川
舟
運
文
化
会
館
（
仮

称
）
の
建
設
に
つ
い
て
１

市
４
町
が
連
携
し
て
で
き

な
い
も
の
か
、
町
長
か
ら

提
案
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

話
の
テ
ー
マ
と
し

　
　

て
提
供
は
可
能
で
す

が
、
様
々
な
角
度
か
ら
ど

こ
を
ど
う
す
べ
き
か
等
、

考
え
て
い
き
た
い
。

宇津江 雅人  議員

最上川舟運文化会館（仮称）の建設を

町長／西村山地方開発重要事業として要望

一般質問

質問

町長質問

町長

質問教育長質問町長

眼下に最上川を見渡せる舟運文化会館を

議員のつぶやき
舟運文化会館から

滔々と流れる最上川を
眺めることを
夢見る・・
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安食　幸治  議員

　
　

   

最
近
で
は
、
左
沢

　
　
市
街
地
内
で
も
ハ
ク

ビ
シ
ン
、
た
ぬ
き
、
カ
ラ

ス
等
に
よ
る
家
庭
菜
園
の

作
物
の
被
害
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　
近
年
で
は
、
小
学
生
の

登
校
時
に
カ
モ
シ
カ
が
出

没
す
る
な
ど
、
今
ま
で
に

見
ら
れ
な
か
っ
た
動
物
が

市
街
地
で
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま

た
、
町
内
に
あ
る
空
き
家

を
住
み
家
と
し
て
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
等
の
有
害
鳥
獣
の

繁
殖
が
活
性
化
し
、
個
体

数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

事
実
、
町
内
の
民
家
の
屋

根
裏
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
入

り
こ
ん
で
、
排
泄
物
等
の

悪
臭
や
騒
音
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
町
民
の
方
々
も
多

い
よ
う
で
あ
る
。　

　
そ
の
対
策
で
、
ワ
ナ
を

購
入
し
て
捕
獲
す
る
町
民

の
方
も
い
る
が
、
ワ
ナ
に

か
か
っ
た
有
害
鳥
獣
の
そ

の
後
の
処
理
方
法
に
つ

い
て
、
町

と
し
て
ど

の
よ
う
に

考
え
て
い

る
の
か
伺

う
。

　
実
際
の

話
と
し

て
、
ワ
ナ

に
か
か
っ

た
有
害
鳥

獣
を
保
健

所
に
持
っ
て
い
っ
た
ら
引

き
受
け
ら
れ
な
い
と
言
わ

れ
た
そ
う
で
、
そ
の
後
の

処
理
に
困
っ
た
そ
う
だ
。

人
里
離
れ
た
と
こ
ろ
に
放

し
て
も
、
そ
の
近
辺
で
ま

た
、
農
作
物
の
被
害
が
拡

大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

率
直
に
、
捕
獲
後
の
対
応

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

今
ま
で
考
え
ら
れ

　
　

な
か
っ
た
有
害
動
物

が
市
街
地
に
出
没
す
る
事

案
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

は
ご
承
知
の
と
お
り
で

す
。

　

特
に
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
、

比
較
的
近
年
に
な
っ
て
か

ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
す
が
増
え
方
が

激
し
い
。
狩
猟
法
と
の
関

係
で
、
ワ
ナ
の
設
置
は
ワ

ナ
の
免
許
を
持
っ
た
方
が

傍
に
い
な
い
と
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

動
物
愛
護
法
の
観
点
も
あ

り
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　
　
　

鳥
獣
の
保
護
及
び

　
　

管
理
、
並
び
に
狩
猟

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

の
中
で
、
捕
獲
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
場
合
に
は
捕
獲
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は

狩
猟
免
許
を
所
持
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
山

形
県
の
鳥
獣
捕
獲
許
可
事

務
の
取
扱
要
領
に
よ
る

と
、
一
般
住
宅
の
建
物
お

よ
び
そ
の
敷
地
内
の
被
害

を
防
止
す
る
た
め
の
目
的

で
は
免
許
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
申
請
を
し
て
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
捕
獲
し

た
も
の
は
適
正
に
処
分

（
埋
設
等
）
し
て
、
報
告

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　

聞
い
た
話
で
は
、

　
　
越
冬
の
た
め
住
宅
に

入
っ
て
き
て
、
業
者
に
頼

ん
で
も
侵
入
経
路
は
は
っ

き
り
し
な
い
。
道
路
で
死

ん
で
い
る
場
合
は
、
県
や

町
に
言
え
ば
処
分
し
て
も

ら
え
る
が
、
生
き
て
い
る

市街地の有害鳥獣対策は

町長／役場農林課に相談を

一般質問

質問

町長

質問

町長 も
の
は
処
理
が
大
変
で
あ

る
。
し
か
し
、
捕
獲
し
て

個
体
数
を
減
ら
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　

ハ
ク
ビ
シ
ン
は
果

　
　

樹
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

が
大
好
物
で
、
昨
年
は
約

５
０
０
万
円
の
被
害
が
出

て
い
ま
す
が
、
捕
獲
さ
れ

た
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
。

町
の
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
に
は
30
名
程
の
狩
猟
免

許
を
持
つ
方
が
い
ま
す
の

で
相
談
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　

家
の
軒
先
の
ス
ズ

　
　
メ
バ
チ
の
巣
を
駆
除

し
て
も
ら
い
た
い
場
合
は

養
蜂
業
者
に
頼
め
る
が
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
に
つ
い
て

は
、
町
に
連
絡
を
す
れ
ば

対
応
す
る
体
制
を
と
っ
て

も
ら
い
た
い
。

　
　
　

１
７
０
万
円
の
県

　
　

の
補
助
金
も
あ
り
、

県
も
町
も
あ
げ
て
対
応
し

て
い
ま
す
。
窓
口
を
農
林

課
に
し
て
相
談
し
て
い
た

だ
き
た
い
。　

農林課長

農林課長質問

ハクビシン用の箱ワナ
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本
町
の
観
光
産
業

　
　
の
振
興
発
展
の
方
策

は
各
方
面
で
議
論
さ
れ
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
求
め

て
推
進
し
て
き
た
。
し
か

し
、
観
光
資
源
の
多
様
性

と
貴
重
性
、
発
信
媒
体
の

工
夫
や
滞
在
型
か
体
験
型

か
を
含
め
て
、
こ
れ
と

い
っ
た
推
進
方
策
を
見
い

だ
せ
な
い
状
況
に
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
。
国
で
は

「
明
日
の
日
本
を
支
え
る

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会

議
」
を
設
置
し
、
訪
日
外

国
人
の
目
標
人
数
を
倍
増

さ
せ
、
２
０
２
０
年
に

４
千
万
人
、
２
０
３
０
年

に
６
千
万
人
と
す
る
こ
と

を
定
め
、
強
力
に
観
光
推

進
国
と
い
う
新
た
な
試
み

を
進
め
て
い
る
。
県
で
は

「
美
食
・
美
酒
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
」、「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
・
国
際
交
流
の
推

進
」
を
柱
に
観
光
立
県
の

推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
本
町
の
観
光
資

源
は
、
磐
梯
朝
日
国
立
公

園
、
神
通
峡
、
大
山
自
然

公
園
、
国
選
定
重
要
文
化

的
景
観
、
泉
質
の
異
な
る

二
つ
の
温
泉
、
国
指
定
中

世
の
山
城
楯
山
城
な
ど
幅

広
い
。
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
も
「
フ
ル
ー
ツ
と

ニ
ッ
ト
で
伸
び
行
く
舟

唄
の
ま
ち
大
江
」、「
あ
じ

さ
い
薫
る
い
で
湯
の
町
」、

「
国
選
定
重
要
文
化
的
景

観
の
町
」
と
変
わ
っ
て
い

る
。
時
代
背
景
の
中
、
町

の
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
が
、
隣

接
の
市
町
村
と
比
し
、
一

貫
性
に
乏
し
い
感
が
否
め

な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
鑑
み
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
町
長
の
所
見
を
問

う
。

〇
観
光
、
文
化
（
生
業
）、

ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
、
機

構
改
革
の
も
と
に
新
し
い

課
の
設
置
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

〇
季
節
的
に
観
光
資
源
の

活
か
し
方
は
変
化
す
る
と

思
う
が
、
本
町
の
観
光
の

目
玉
を
何
と
捉
え
、
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

〇
観
光
発
信
の
重
要
な
施

設
と
し
て
の
道
の
駅
お
お

え
の
改
修
計
画
と
、
ま
ち

な
か
交
流
館
の
位
置
づ
け

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

〇
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
及
び
広
域
連
携
の
中

で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
顧
客

の
連
携
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

最
上
川
の
舟
運
に

　
　

よ
っ
て
、
左
沢
は
物

流
の
中
継
地
と
し
て
賑
わ

い
を
呈
し
て
い
た
こ
と
は

ご
案
内
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
左
沢
の
賑
わ
い
と

と
も
に
本
郷
、
七
軒
地
区

の
生
業
も
活
気
に
溢
れ
、

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
活
き

活
き
と
営
む
こ
と
で
、
良

き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
ん

で
き
た
も
の
と
理
解
し
て

い
ま
す
。
目
ま
ぐ
る
し
く

変
遷
す
る
時
代
の
中
で
、

観
光
に
つ
い
て
考
え
る
な

ら
、
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と

も
大
切
で
あ
り
ま
す
が
、

置
か
れ
て
い
る
観
光
の
要

素
・
価
値
観
の
多
様
性
な

ど
を
総
合
的
に
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

事
務
機
構
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
町
全
体
の
事

業
や
町
民
の
考
え
方
、
財

政
面
、
今
後
の
観
光
方

策
の
在
り
方
な
ど
を
考

慮
し
、
今
後
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ン
モ
ノ
の
観
光

施
設
、
資
源
を
結
び
付

け
、
交
流
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。
道
の

駅
お
お
え
の
改
修
計
画

は
、
築
20
年
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
や
大
型
車

の
進
入
難
問
題
、
敷
地

が
狭
い
な
ど
、
今
秋
を

め
ど
に
町
、
県
、
国
交

省
、
道
の
駅
関
係
者
な

ど
と
と
も
に
検
討
委
員

毛利 登志浩  議員

会
を
立
ち
上
げ
、
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
な
か
交
流
館
は
、

商
店
街
の
賑
わ
い
と
町
歩

き
体
験
な
ど
の
拠
点
と
し

て
活
用
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
関
係

団
体
や
県
な
ど
の
動
向
を

注
視
し
、
情
報
収
集
を
含

め
、
本
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
で
き
る
か
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

大江町の観光産業の振興策は

町長／道の駅再編に向けた検討委員会を設置

一般質問

質問

町長

道の駅おおえ
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菊地　勝秀  議員

　
　

   

や
ま
さ
ぁ
―
ベ
の

　
　
オ
ー
プ
ン
時
、
地
区

の
区
長
さ
ん
が
「
頑
丈
で

大
き
な
木
で
あ
っ
て
も
、

周
り
が
だ
め
に
な
れ
ば
そ

の
木
も
枯
れ
て
し
ま
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

集
落
の
維
持
は
、
つ
ま
り

大
江
町
を
持
続
す
る
こ
と

で
あ
る
。
私
は
、
廃
村
集

落
に
危
機
感
を
感
じ
、
集

落
維
持
の
た
め
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
　

我
が
町
の
廃
村
集

　
　

落
は
、
昭
和
30
年
代

の
木
材
自
由
化
政
策
に

よ
っ
て
、
木
材
産
業
と
そ

れ
に
関
連
す
る
運
搬
業
や

金
物
屋
さ
ん
等
が
成
り
立

た
な
く
な
っ
た
た
め
、
家

族
ぐ
る
み
で
集
落
を
あ
と

に
す
る
人
が
多
く
出
て
き

た
た
め
に
生
じ
ま
し
た
。

　

国
の
政
策
次
第
で
、
小

さ
な
町
は
左
右
さ
れ
や
す

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
田
舎
に
親
が
住
ん
で

い
る
場
合
は
、
そ
の
故
郷

に
対
し
て
、
返
礼
品
は
関

係
な
く
納
税
で
き
る
国
策

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

宮
城
教
育
大
学
で
開
設

す
る
日
本
ミ
ツ
バ
チ
講
座

で
「
ミ
ツ
バ
チ
は
娘
を
残

し
て
母
が
出
て
行
く
」
と

き
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
し
な
い
と
里
山

集
落
は
持
続
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

私
た
ち
の
町
を
皆
さ
ん
に

感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

た
と
え
１
人
の
集
落
で

あ
っ
て
も
、
行
政
と
し
て

支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
　
　

 

「
居
住
誘
導
区

　
　
域
」
を
設
定
し
て
推

進
し
て
い
く
考
え
は
あ
る

か
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン

ク
等
を
活
用
し
て
定
住
政

策
に
力
を
入
れ
、
田
舎
暮

ら
し
を
奨
励
す
る
移
住
政

策
も
、
人
口
減
少
の
策
と

し
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
、
移
住
者
の

家
族
が
各
集
落
に
馴
染
め

る
か
が
問
題
で
あ
る
。

　
　
　

「
居
住
誘
導
区

　
　

域
」
の
設
定
、
推

進
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
考
え
も
あ

り
ま
す
が
、
慎
重
な
議
論

が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

大
江
町
に
定
住
・
移
住

し
て
い
た
だ
け
る
家
族
と

地
域
の
営
み
と
の
間
で
弊

害
が
起
こ
る
と
い
う
心
配

は
し
て
い
ま
せ
ん
。
大
江

町
民
は
こ
れ
ら
の
人
々
に

対
応
で
き
る
力
量
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育
の
質
の
向
上

対
策
は

　
　
　

10
月
１
日
か
ら
保

　
　
育
料
無
償
化
が
実
施

さ
れ
る
。

　
自
己
肯
定
感
や
精
神
的

健
康
・
協
調
性
・
忍
耐
力

な
ど
の
非
認
知
的
ス
キ
ル

が
非
常
に
大
切
で
あ
り
、

そ
れ
は
幼
少
期
に
発
達
す

る
も
の
で
、
そ
の
発
達
は

家
庭
環
境
に
よ
っ
て
導
か

れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
大
江
町
独
自
の
幼
児

教
育
を
確
立
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　

幼
児
教
育
は
、
一

　
　

般
的
に
は
親
の
愛
情

を
も
と
に
し
た
き
わ
め
て

私
的
な
教
育
で
あ
る
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

集落維持は大江町持続です

町長／私たちの素晴らしい町を感じていただきたい

一般質問

質問町長

質問

町長

す
。
核
家
族
化
が
進
む
中

で
、
子
育
て
に
悩
む
若
い

世
代
が
増
え
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
福
祉
的
な
も
の

に
な
る
の
か
教
育
的
な
も

の
に
な
る
の
か
、
あ
る
い

は
そ
れ
を
飛
び
越
え
た
も

の
に
す
べ
き
な
の
か
、
い

ず
れ
に
し
て
も
子
育
て
を

今
以
上
に
充
実
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

本
町
の
保
育
に
つ
い
て

は
、
保
育
理
念
に
基
づ
き

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
、
保
育
士
が
「
非
認

知
能
力
」
に
つ
い
て
深
く

理
解
し
、
保
育
園
で
の
遊

び
や
生
活
に
生
か
せ
る
よ

う
保
護
者
の
参
加
も
い
た

だ
き
な
が
ら
、
国
内
研
修

な
ど
を
充
実
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　

自
然
の
中
で
遊

　
　

び
、
暮
ら
す
こ
と

で
、
強
固
な
フ
ィ
ー
リ
ン

グ
、
つ
ま
り
非
認
知
的
能

力
が
育
ま
れ
る
と
思
い
ま

す
。

質問教育長

町長

かつてはにぎやかだった集落
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活動報告

特
別
委

町
の
会
特社
別訪
委問

地
域
の
皆
様
か
ら
支
え
ら
れ
た

　

総
務
文
教
常
任
委
員

会
協
議
会
で
、
４
月
23

日
（
火
）、
株
式
会
社　

若
月
印
刷
の
会
社
見
学

を
実
施
し
、
事
業
内
容

等
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。

　

大
正
13
年
に
、
現
社

長
の
祖
父
が
創
業
し
、

今
年
で
95
周
年
を
迎
え

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

昭
和
47
年
に
活
版
印

刷
か
ら
オ
フ
セ
ッ
ト
印

刷
に
、
平
成
22
年
に
東

北
第
一
号
「
Ｈ
Ｕ
Ｖ

印
刷
機
」、
28
年
に
は

「
Ｕ
Ｖ
イ
ン
ク
京
セ
ラ

ヘ
ッ
ド
Ｌ
Ｅ
Ｄ
速
乾
宛

名
印
字
機
・
自
動
バ
ル

ク
仕
分
」
を
導
入
し
、

積
極
的
に
設
備
投
資
を

行
っ
て
き
た
と
の
こ
と

現
地
調
査

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

町
営
住
宅

　
　
　

 

建
設
水
道
課

　

藤
田
地
区
町
営
住
宅
は

６
月
か
ら
工
事
が
始
ま

り
、
来
年
の
４
月
か
ら
入

居
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

６
月
21
日
に
工
事
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

新
規
就
農
者
住
宅

　
　
　

 

農
林
課

　

５
棟
目
と
な
る
新
規
就

　
平
成
31
年
度
に
入
っ
て

は
じ
め
て
の
所
管
課
と
の

協
議
会
を
４
月
22
日
に
開

催
し
、
町
内
外
４
か
所
の

現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

月
が
丘
公
民
館

　
　
　

 

健
康
福
祉
課

　

小
見
、
月
が
丘
に
お
い

て
は
「
い
き
い
き
百
歳
体

操
」
を
毎
週
月
曜
日
に

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

で
す
。

　

印
刷
業
界
の
最
盛
期

は
９
兆
円
規
模
で
し
た

が
、
現
在
は
５
兆
円
ま

で
半
減
し
、
厳
し
い
環

境
下
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
本
社
と

関
東
事
務
所
の
２
営
業

体
制
で
売
り
上
げ
の
７

割
を
県
外
か
ら
受
注

し
、
デ
ザ
イ
ン
企
画
か

ら
印
刷
、
発
送
ま
で
行

い
、
特
に
、
Ｄ
Ｍ
部
門

で
は
個
人
情
報
保
護

認
証
の
Ｐ
マ
ー
ク
を

２
０
０
８
年
に
取
得

し
、
年
間
４
０
０
万
通

の
Ｄ
Ｍ
を
全
国
発
送
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

『
寒
河
江
市
中
郷
に

本
拠
地
を
構
え
て
い
ま

す
が
、
活
版
で
の
創
業

以
来
70
年
間
左
沢
で
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
皆
様
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
本
社
を
大
江
町
に

置
く
の
は
当
た
り
前
の

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。』

　

若
月
社
長
は
こ
の
よ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
企
画
制
作

室
、
Ｄ
Ｍ
関
係
部
署
、

印
刷
業
務
等
々
社
内
を

見
学
し
、
印
刷
関
係
の

業
務
全
般
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

農
住
宅
が
十
八
才
地
区
に

完
成
し
ま
し
た
。

千
代
寿
虎
屋
酒
造
見
学

　

大
江
町
産
の
酒
米
「
雪

女
神
」
を
使
用
し
た
大
江

錦
（
純
米
大
吟
醸
）
の
製

造
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。

株式会社 若月印刷



おおえ町　議会だより   第152号 14

  

大
江
町
議
会

　
　  

広
報
誌
を

 

点
検
し
て
も
ら
う

活動報告

　

第
36
回
町
村
議
会
広
報

研
修
会
が
、
５
月
31
日
、

山
形
市
の
国
際
交
流
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
、
県
内
24
議

会
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
に
は
広
報
サ
ポ
ー

タ
ー
の
芳
野
政
明
氏
を
迎

え
、
前
半
は
研
修
を
行

い
、
全
議
員
の
共
通
認
識

に
よ
る
広
報
誌
と
い
う
位

置
付
け
を
学
び
ま
し
た
。

後
半
は
、
議
会
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
我
が
大
江
町
議
会

だ
よ
り
（
１
５
０
号
）
で

は
、
議
事
公
開
の
水
準
が

高
い
点
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
審
議
中
の
議
案
等
に

対
す
る
住
民
の
意
識
調
査

を
行
う
よ
う
な
情
報
発

信
、
議
会
や
行
政
へ
の
意

見
・
要
望
・
提
案
の
常
設

企
画
、
読
者
の
視
線
を
誘

導
す
る
見
出
し
の
工
夫
と

い
う
点
が
、
改
善
点
と
し

て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
大
江
町
議
会
広
報
常

任
委
員
会
に
よ
る
発
行

は
、
９
月
改
選
の
た
め
、

こ
の
１
５
２
号
で
最
終
で

す
が
、
更
な
る
進
化
を
遂

げ
る
「
お
お
え
町
議
会
だ

よ
り
」
を
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

６
月
５
日
の
午
後
か

ら
、
村
山
地
方
を
中
心

に
、
激
し
い
雷
雨
と
降

ひ
ょ
う
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
江
町
議
会
と
し
て
、

翌
日
の
６
月
６
日
午
後
、

産
業
厚
生
常
任

委
員
会
が
本
郷
割

田
地
区
・
原
・
所

部
・
塩
野
平
・
会

吉
地
区
に
被
害
調

査
に
行
き
ま
し

た
。

　

大
江
町
で
は
、

午
後
２
時
頃
か
ら

５
時
頃
ま
で
に
直

径
５
ミ
リ
～
１
セ

ン
チ
ほ
ど
の
ひ
ょ

う
が
激
し
く
降

降
ひ
ょ
う

　
被
害
調
査

り
、
各
地
区
で
被
害
に
あ

い
ま
し
た
。

　

特
に
リ
ン
ゴ
、
ラ
・
フ

ラ
ン
ス
、
ス
モ
モ
な
ど
の

果
樹
、
野
菜
で
は
ス
イ

カ
、
枝
豆
等
で
、
被
害
地

区
は
橋
上
か
ら
原
・
所

部
・
小
見
・
富
沢
と
広
範

囲
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

被
害
額
は
６
月
11
日
現

在
２
億
４
千
６
百
万
円

で
、
さ
ら
に
被
害
が
拡
大

す
る
と
見
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々

に
、
町
と
農
協
が
農
薬
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
は
読
ま
れ
て
い
る
か

　

６
月
28
日
（
金
）
宮
城

県
柴
田
町
で
開
催
さ
れ
た

「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
を
意
識
し
た
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
空
間
の

中
で
、
少
人
数
で
の
話
し

合
い
を
席
替
え
し
な
が
ら

続
け
る
新
し
い
手
法
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　

当
日
は
、
柴
田
町
議
会

の
全
議
員
と
地
元
の
柴
田

高
校
生
、
役
場
若
手
職
員

が
参
加
し
、「
20
年
後
も

住
み
た
い
ま
ち
、
戻
っ
て

き
た
い
ま
ち
を
考
え
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　

仕
切
り
役
は
各
テ
ー
ブ

ル
の
議
員
が
担
い
、
皆
の

意
見
を
尊
重
し
合
っ
て
新

し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
気
づ

理
想
と
す
る
、
住
み
た
い
町
と
は

き
を
発
見
し
て
い
き
ま

す
。
最
後
に
、
理
想
の
20

年
後
を
実
現
す
る
た
め
に

自
分
が
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
一
歩
は
何
か

を
、
参
加
者
全
員
が
書
き

記
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
議
会

側
が
こ
れ
ら
の
意
見
を
集

約
し
議
論
を
重
ね
、
重
要

か
つ
実
現
可
能
な
も
の
を

政
策
提
言
と
し
て
町
当
局

に
提
出
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
高
校
生
だ
け

で
な
く
町
民
対
象
、
各
種

団
体
と
の
懇
談
会
も
毎
年

開
催
し
継
続
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
早
稲
田
大

学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所

の
「
議
会
改
革
度
調
査
」

で
、
東
北
６
県
の
町
村
議

会
で
２
年
連
続
１
位
と
な

る
な
ど
先
進
的
な
議
会
で

す
。

　

目
新
し
い
開
催
手
法

や
、
話
し
合
い
を
ま
と
め

一
定
の
方
向
性
に
導
く
ス

キ
ル
等
、
参
考
と
な
る
も

の
が
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。

議
会
と
高
校
生
と
の

　
　
懇
談
会
を
視
察
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青
森
県
南
津
軽
郡
大
鰐
町

（
６
月
19
日
）

　

大
鰐
温
泉
は
、
約

８
０
０
年
前
に
源
泉
が
発

見
さ
れ
た
古
い
歴
史
を
も

つ
温
泉
場
で
あ
る
。

　

昭
和
28
年
頃
か
ら
各
自

が
ポ
ン
プ
で
汲
み
あ
げ
る

よ
う
に
な
り
、
全
体
湯
量

に
影
響
が
出
始
め
た
た

め
、
昭
和
29
年
に
温
泉
事

業
条
例
を
制
定
し
町
が
管

理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
44
年
に
５

か
所
の
源
泉
を
集
中
管
理

に
改
め
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

泉
温
は
約
68
℃
、
泉
質

は
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ

ウ
ム
―
塩
化
物
・
硫
酸
塩

泉
な
ど
で
、
当
町
の
テ
ル

メ
柏
陵
健
康
温
泉
館
や
柳

川
温
泉
の
泉
質
内
容
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

温
泉
熱
の
利
用
と
し

て
、
中
央
公
民
館
駐
車
場

や
湯
の
街
通
り
線
の
融
雪

対
策
で
あ
る
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
も
や
し
栽
培

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

積
雪
や
四
季
の
気
候
等

は
、
ほ
ぼ
、
当
町
と
同
じ

よ
う
に
感
じ
た
が
湯
量
は

豊
富
で
あ
り
、
国
の
補
助

金
等
を
活
用
し
、
上
手
に

温
泉
熱
を
利
用
し
て
い
る

こ
と
は
大
い
に
参
考
と

な
っ
た
。

　

公
共
施
設
駐
車
場
の
融

雪
に
温
泉
熱
を
利
用
す

る
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
、
国
の
グ
リ
ー
ン

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ル
基
金
事
業

を
活
用
（
約
２
３
０
０
万

円
）
し
、
湯
の
街
通
り
線

２
０
０
ｍ
区
間
の
ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
地

方
特
定
道
路
整
備
事
業

の
補
助
金
を
活
用
（
約

１
７
０
０
万
円
）
し
て
い

る
。
１
ｍ
の
積
雪
が
あ
る

地
域
の
消
雪
に
効
果
を
上

げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

町
で
も
温
泉
施
設
の
駐
車

場
な
ど
の
消
雪
方
法
と
し

て
検
討
す
べ
き
と
感
じ

た
。

　

大
鰐
町
特
産
の
温
泉
も

や
し
栽
培
は
約
４
０
０
年

の
歴
史
が
あ
り
、
江
戸
時

代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
大
豆
の
品
種

は
門
外
不
出
の
「
こ
は

ち
ま
め
」
で
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

し
て
ほ
の
か
に

土
の
香
り
が
感

じ
ら
れ
、
独
特

の
う
ま
味
が
あ

る
。
過
去
に
最

大
29
戸
の
農
家

が
栽
培
を
行
っ

て
い
た
が
、

現
在
は
６
戸
に

と
ど
ま
っ
て
お

り
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
で
町

    　　　表紙の写真説明        田植え体験

に
残
っ
た
人
と
新
規
就
農

者
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。

　

当
町
で
も
、
舟
唄
温
泉

と
柳
川
温
泉
の
廃
湯
を
活

用
し
た
事
業
は
こ
れ
ま
で

も
各
方
面
で
模
索
さ
れ
て

き
た
が
、
実
施
に
結
び
付

い
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

　

大
鰐
温
泉
も
や
し
栽
培

を
絶
や
す
こ
と
の
な
い
よ

う
一
生
懸
命
や
る
気
を

も
っ
て
従
事
し
て
い
る
若

者
の
姿
を
見
て
頼
も
し
く

感
じ
た
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
行
政
調
査

温
泉
熱
の

利
活
用
を
学
ぶ

　５月23日、農協青年部大江支部の指導の
もと、中学１年生が田植えをしました。
　植えたのは「もう一杯けろ（山形95号)」で
す。

うわー！　ドロドロだー　気持ちイイ―♬
左沢小学校５年生全員によるコメ作り体験が
５月28日、富沢地内にて行われました。
　町文化祭でコメを販売するそうです。



おおえ町　議会だより   第152号 16

編
◆
集
◆
後
◆
記

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　

い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
読

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
か
ら
「
読

み
や
す
く
な
っ
た
」
「
内
容

が
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
」

「
頑
張
っ
て
い
る
ね
ー
」
な

ど
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
広
報
委
員
み
ん
な
で
喜

ん
で
お
り
ま
す
。
そ
し
て
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
て

も
っ
と
魅
力
あ
る
紙
面
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

プ
ロ
の
よ
う
に
は
い
か
な
い

点
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
議

会
だ
よ
り
に
よ
っ
て
、
町
民

の
皆
様
方
と
大
江
町
の
課
題

や
喜
び
を
共
に
し
た
い
、
共

通
認
識
を
持
ち
た
い
と
い
う

思
い
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

　

大
江
町
の
課
題
に
対
し

て
、
打
つ
手
は
あ
っ
て
も
即

効
性
の
あ
る
政
策
は
な
か
な

か
あ
り
ま
せ
ん
。
予
算
や
優

先
順
等
、
厳
し
い
現
実
を
考

え
る
と
本
当
に
苦
し
い
も
の

【
発
行
責
任
者
】　

　
◆
議　

長　
小
野　

祐
一

【
大
江
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　

◆
委
員
長　
安
食　

幸
治

　

◆
副
委
員
長　

関
野　

幸
一

　

◆
委
　
員　
菊
地　

勝
秀

　

◆
委　
員　
伊
藤
慎
一
郎

で
す
。
そ
ん
な
中
で
60
周
年

を
迎
え
て
い
る
こ
の
機
会

に
、
町
の
ル
ー
ツ
や
自
分

の
ル
ー
ツ
を
振
り
返
っ
て
、

「
町
は
」「
自
分
は
」
と
、

存
在
意
義
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

大
江
町
は
、
み
ど
り
い
っ

ぱ
い
、
生
き
も
の
い
っ
ぱ

い
、
優
し
さ
い
っ
ぱ
い
、
気

持
ち
の
通
じ
る
人
い
っ
ぱ
い

…
。

　

素
晴
ら
し
い
町
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

私
達
も
一
つ
の
区
切
り
を

迎
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
精

進
し
て
、
ど
ん
な
か
た
ち
に

し
ろ
、
正
面
を
向
い
て
、
眉

を
上
げ
て
歩
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。

 

（
記
・
菊
地　

勝
秀
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

ようこそ
カフェデニス

（Ｃａｆｅ　Ｄｅｎｉｓ）へ

町内
のサークル紹介

　英会話教室といってもそんなに硬いイメージはありません。
名前の通りカフェです。まず、持参のマイカップに自分の好き
なドリンクを作り、美味しくいただくことから始まります。
　先生は　デニス・ピーターソンさん　41歳
　　　　　アメリカ・ニュージャージー州エジソン町出身
　趣味は　アイスホッケー（仙台のチーム所属）・ギター演奏
　家族は　素敵な奥様と二人のお子さん、寒河江市在住
　デニスさんは身長190㎝、足の大きさは30㎝、日本で靴を捜すのが
難しいそうです。気は優しくて大男。

　カフェの内容はクイズ方式で発音を試したり、同じ発音の種類の単語を探したり、英語の歌をうたったり、
ドリンクしながら楽しんでいます。
　また、アメリカ文化の話で盛り上がります。例えば「クリスマス」。アメリカでは静かに教会でお祈りをした
後、家族で落ち着いて過ごすものと思っていました。しかしデニス先生の地域では意外にも教会には行かず、
ショッピングや映画を見に行ったりするのが普通だとか。
　また、今でもテレビも自動車もなく馬車で移動するなど近代文明を捨て、移民当時の生活様式を貫くAmish
という人々の話など、興味のあることをいっぱい聴かせてもらっています。
　先生も日本の文化に興味を持っており、お見舞いに対する快気や、お祝いに対するお返しのことなど合理的
でないと指摘されたりしますが、反論したくとも、うまく伝えら
れずまだ未解決なのです。どなたか反論してみませんか！
＊入会をお待ちしています＊
　この教室は英会話の基礎も教えてもらえますが、
どちらかといえば「異文化コミュニケーションカフェ」
の集まりのような気がします。
　デニス先生は　
　　No　English　No　Japanese　No　Problem　
　　　　　　LET′S　COMMUNICATE！！　　と言っています。
　開校日は毎年10月から３月まで全10回、いずれも月曜日でふれあい会館の
　第１、２研修室で19：00～20：00までです。　どうぞ気軽においでください。
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ひろし
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